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要旨
　本研究は受容、統制、心理的自律性の尊重からなる教
師の威厳ある指導態度が子どもに与える影響を検討する
ことを目的とするものである。１２６名の大学生と１７８名の
専門学校生を対象に小学生、中学生、高校生の頃に接し
ていた教師の指導態度、小学生、中学生、高校生だった
頃の学校適応感と学習動機づけ、現在の信頼感について
評定を求めた。
　分析の結果、小学校、中学校、高校の全ての校種で教
師の威厳ある指導態度が影響を与えることが確認され
教師の威厳ある指導態度と学校適応感，学習動機づけ，
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Abstract
　In this study, the influences of teachers’authoritative attitudes on children were 
examined. Teacher’s authoritative attitude scale has three dimensions: acceptance, 
strictness, and psychological autonomy granting. 126 university and 178 vocational students 
evaluated their teachers’attitudes, school adjustment, and motivation for learning, recalling 
their elementary, junior, and senior high school periods. And current trusts were evaluated.
The following results were obtained chiefly: Teachers’authoritative attitudes influence on 
children in all school types. For elementary school students, teachers with high acceptance 
and high strictness influence positively in some domains. For junior high school students, 
teachers with high acceptance, high strictness, and low psychological autonomy granting 
influence positively and teachers with low acceptance, low strictness, and high 
psychological autonomy granting influence negatively in some domains. For senior high 
school students, teachers with high acceptance, low strictness, and low psychological 
autonomy granting influence positively and teachers with high acceptance, high strictness, 
and low psychological autonomy granting influence negatively.
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た。小学校では受容と統制がそろって高いことがポジ
ティブな影響を与えることが示唆された。中学校では受
容と統制がそろって高く、心理的自律性の尊重が低いこ
とがポジティブな、受容と統制がそろって低く、心理的
自律性の尊重が高いことがネガティブな影響を与えるこ
とが示唆された。高校では受容のみ高く統制と心理的自
律性の尊重がそろって低いことがポジティブな、受容と
統制がそろって高く、心理的自律性の尊重が低いことが
ネガティブな影響を与えることが示唆された。
Ⅰ　問題と目的
　親の養育態度や教師の指導態度が子どもに与える影響
を検討している研究は多数存在し、それぞれの研究が親
の養育態度と教師の指導態度がそれぞれ子どもの学業へ
の適応や学習動機づけ、問題行動などとどのように関連
しているのかを検討している１）。親の養育態度に関する
研究の中で、親の養育態度を威厳あるものとしてとらえ
る試みは２）、その後「受容」「統制」「心理的自律性の尊
重」という３つの下位概念がそろって高い状態を親の養
育態度に威厳がある状態とし、そのような養育態度が子
どもの各種の適応と連動するという方向へ発展してき 
た３）。
　この親の威厳ある養育態度という概念は、下位概念の
それぞれが教師の指導態度としても有効であるとされて
いることから、教師の指導態度に援用できるのではない
かという提案がなされている１）。そして、親の威厳ある
養育態度と教師の威厳ある指導態度を測定するための尺
度が開発されている４）。本研究ではこの尺度を用いて、
教師の威厳ある指導態度と学校適応感と学習動機づけ、
信頼感の関係を検討し、教師の威厳ある指導態度が子ど
もに与える影響を探る。
　また、教師生徒関係の発達的変化として、小学校の 
教師が児童に与える影響が学年の進行とともに変化す 
る５，６）、児童期から青年期へ子どもが発達する間に、教師
からの影響の受け方も発達的に変化する７－９）などの知見
が得られている。中でも学習者の年齢が高くなると教師
の教室内行動の影響が小さくなると言われている１０）。そ
こで本研究では、小学校、中学校、高等学校それぞれの
時期を比較することで、教師の威厳ある指導態度が子ど
もに与える影響の発達的な変化を検討する。
　なお、本研究では子どもが認知した教師の指導態度を
教師の指導態度として扱う。これは、教師の自己評定と
児童の評定に必ずしも高い関連性が見られないこと１１）
と、教師の指導態度が児童によって異なって認知されて
おり、教師の指導態度そのものでなく児童が認知した教
師の指導態度がその児童に影響を与えること１２）がこれま
でに示されているためである。教師の指導態度について
は、１人の教師の指導態度が、児童生徒に強い影響を与
えることも考えられるが、１つの校種においても複数の
教師から児童生徒は影響を受ける可能性も考えられる。
そこで各校種における特定の教師を想定してもらい、そ
の教師について評定をもとめるという形式ではなく、
「以下の項目はこれまでみなさんが見てきた小学校（中
学校・高校）の先生にどのぐらいあてはまると思います
か？」という教示を用いて、各校種の教師全般の態度の
イメージを調査協力者にたずねる。ただし信頼感につい
ては、小学校、中学校、高校のそれぞれの時期について
想起し評定してもらうことが困難であるという可能性を
考慮し、現在の信頼感についてのみ評定を求める。
Ⅱ　方法
調査協力者　Ａ県内の大学、専門学校に通う１２６名の大
学生と１７８名の専門学校生、合計３０４ 名の協力を得た。調
査協力者の内訳は男性が５８名、女性が２４６名であり、年齢
の平均は２０.７歳、SDは３.９であった。
調査時期　２００３年６月から２００４年２月にかけて調査は行
われた。
調査内容　７種類の質問紙を用いた調査を行った。質問
紙１は現在の信頼感について「自分への信頼」「他人への
信頼」「不信」の３つの下位概念からなる信頼感尺度１３）の
２４項目に対して「全くあてはまらない」（１点）から「非
常によくあてはまる」（６点）までの６件法で評定をもと
めるものであった。質問紙２～４は、小学校、中学校、
高校の頃の教師と親について、「受容」「統制」「心理的自
律性の尊重」という３つの下位概念からなる教師の威厳
ある指導態度尺度４）の２０項目註３）と親の威厳ある養育態度
尺度４）の２６項目註４）に評定をもとめるものであった。各項
目に対して「全くあてはまらない」（１点）から「非常に
あてはまる」（４点）までの４件法で回答をもとめた。質
問紙５～７は、「学習意欲」、「友人関係」、「進路意識」、
「教師関係」、「規則への態度」、「特別活動への態度」と
いう６つの下位概念からなる小学校、中学校、高校での
学校適応感尺度１４）の各３６項目と算数、国語。理科、社会、
英語、数学などの各教科に対する動機づけを測る学習動
機づけ尺度１５，註５）の小学校に関しては２８項目、中学校、高
校に関しては３５項目について評定をもとめるものであっ
た。学校適応感尺度の各項目に対しては「全くあてはま
らない」（１点）から「非常によくあてはまる」（５点）
までの５件法で回答をもとめた。学習動機づけ尺度の各
項目に対しては「あてはまらない」（１点）から「あては
まる」（４点）までの４件法で回答をもとめた。
調査手続き　調査実施前に調査への協力が強制でないこ
と、回答結果が成績等に影響することがないことを明ら
かにした上で協力を依頼し、調査協力の意志が確認され
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た者のみを調査の対象とした。調査はそれぞれ７回の授
業の時間の一部を利用して、一斉に回答する形式で行わ
れた。第１回は現在の信頼感、第２回は小学校の頃の教
師の指導態度と親の養育態度、第３回は小学校の頃の学
校適応感と学習動機づけ、第４回は中学校の頃の教師の
指導態度と親の養育態度、第５回は中学校の頃の学校適
応感と学習動機づけ、第６回は高校の頃の教師の指導態
度と親の養育態度、第７回は高校の頃の学校適応感と学
習動機づけについてたずねる調査を行った。調査は２週
間に１度行い、校種の異なる同一内容についての調査は
４週間の間隔をあけて行うよう配慮した。
Ⅲ　結果
　全ての調査の全ての項目に回答した調査協力者のデー
タのみを分析註６）に用いたため、回答の不備等の理由によ
り５２名分のデータが分析の対象から除外された。分析に
用いた調査協力者は男性５６名、女性１９６名、合計２５２名、
平均年齢は２０.４歳、SDは３.８であった。
１　尺度得点の算出
　先行研究にならって、逆転項目の評定値を逆転した上
で、各下位尺度を構成する項目の評定値の平均値を個人
ごとに算出し、それらを各下位尺度得点とした。威厳あ
る指導態度については、各校種の「受容」得点、「統制」
得点、「心理的自律性の尊重」得点がそれぞれ算出され
た。学校適応感については、各校種の「学習意欲」得点、
「友人関係」得点、「進路意識」得点、「教師関係」得点、
「規則への態度」得点、「特別活動への態度」得点が算出
された。学習動機づけについては、各校種の「理系科目
への動機づけ」得点、「文系科目への動機づけ」得点が算
出された。信頼感については「自分への信頼」得点、「他
人への信頼」得点、「不信」得点が算出された。各下位尺
度得点の平均値と標準偏差を算出したところ天井効果お
よび床効果は認められないことが確認された。また、性
別による対応のない　　検定（両側検定）を行った。各変
数に関して男女で等分散性を確認する検定を行い、分散
の等質性が認められたものについては通常の　　検定を、
認められなかったものについてはウェルチの　　検定を
行った。学校適応感、学習動機づけ、信頼感に関しては
一部で性別による有意差が認められた。小学校での「友
人関係」に関して男性（平均３.７２）は女性（平均３.４９）よ
り有意に高い得点を示した（（２５０）= ２.１３， < .０５）。
小学校での「教師関係」に関して男性（平均３.１３）は女
性（平均２.８５）より有意に高い得点を示した（（２５０）= 
２.４１，< .０５）。小学校での「理系科目の動機づけ」に関
して男性（平均２.７９）は女性（平均２.３９）より有意に高い
得点を示した（（２５０）= ３.５２， < .０１）。中学校の「理
系科目の動機づけ」に関して男性（平均２.８０）は女性（平
均２.４９）より有意に高い得点を示した（（２５０）= ２.９７，
 < .０１）。現在の「自分への信頼」に関して男性（平均
４.２７）は女性（平均４.０４）より有意に高い得点を示した
（（２５０）= ２.２７， < .０５）。しかしながら威厳ある指導
態度の下位概念については、全ての校種で尺度得点に男
女差がないことが確認された。そのため以下では男女を
混合したデータを用いて分析を行った。
２　威厳ある指導態度の下位尺度得点による群分けと
３要因分散分析
　まず、威厳ある指導態度の下位尺度得点である「受容」
得点、「統制」得点、「心理的自律性の尊重」得点の小学
校、中学校、高校の各校種における平均値から、調査協
力者を小学校、中学校、高校のそれぞれの時点での平均
値未満か以上かで受容Ｌ群、受容Ｈ群、統制Ｌ群、統制
Ｈ群、心理的自律性の尊重Ｌ群、心理的自律性の尊重Ｈ
群に校種毎に分類した。各群の人数を表１に示す。
　その後、小学校、中学校、高校のそれぞれの校種で威
厳ある指導態度が子どもの同時期の学校適応感や学習動
機づけ、将来の子どもの信頼感に与える影響を検討し
た。小学校、中学校、高校のそれぞれのデータについて、
独立変数を受容（Ｌ／Ｈ）、統制（Ｌ／Ｈ）、心理的自律
性の尊重（Ｌ／Ｈ）とし、従属変数を同時期の学校適応
感および学習動機づけ、現在の信頼感の各下位尺度得点
とする３要因の分散分析を行った註７）。３要因の分散分
析の結果、有意であった２要因の交互作用に関して単純
主効果の検定を、３要因の交互作用に関しては単純交互
作用の検定と単純・単純主効果の検定を行った。分散分
析および下位検定により確認された有意な主効果、交互
作用、単純主効果、単純交互作用、単純・単純主効果を
以下に示す。
表１　平均値で分類された各群の人数（人）
高　校中学校小学校自律統制受容
６２６２７１ＬＬＬ
１３８９ＨＬＬ
３９２８２７ＬＨＬ
２１１４１３ＨＨＬ
７１７１２ＬＬＨ
３４４０４６ＨＬＨ
４９１３ＬＨＨ
７２７４６１ＨＨＨ
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３　小学校教師の威厳ある指導態度の学校適応感、学
習動機づけへの影響
　小学校の頃については以下の結果が明らかになった。
友人関係については、受容の主効果が有意であった（
（１,２４４）= １１.８６，< .０１）。受容のＨ群（平均３.７１）は、
Ｌ群（平均３.３４）に比べて友人関係が適応的であった。進
路意識については、受容×心理的自律性の尊重の交互作
用が有意であった（（１,２４４）= ５.８７， < .０５）。単純主
効果の検定における有意な結果として、受容と心理的自
律性の尊重が揃ってＨ群であった場合（平均２.９７）には、
受容がＬ群で心理的自律性の尊重がＨ群であった場合
（平均２.２７）よりも（（１,２４４）= ９.９６， < .０１）、受容
がＨ群で心理的自律性の尊重がＬ群であった場合（平均
２.４１）よりも（（１,２４４）= ６.９１， < .０１）、それぞれ進
路意識が高くなることが示された。教師関係について
は、受容の主効果が有意であった（（１,２４４）= １１.２５，
 < .０１）。受容のＨ群（平均３.１８）は、Ｌ群（平均２.６２）
に比べて教師関係が適応的であった。規則への態度につ
いては統制の主効果が有意であった（（１,２４４）= ４.３７，
 < .０５）。統制のＨ群（平均３.６６）は、Ｌ群（平均３.３３）
に比べて規則への態度が適応的であった。文系科目の学
習動機づけについては受容の主効果が有意であった（
（１,２４４）= ４.７８， < .０５）。受容のＨ群（平均２.６８）は、
Ｌ群（平均２.４３）に比べて小学生の頃の文系科目の学習
動機づけも高かったと評価していた。また、学習意欲、
特別活動への態度、理系科目の学習動機づけについて
は、小学校の教師の威厳ある指導態度の下位概念による
有意な主効果および交互作用とその傾向は見られなかっ
た。
４　中学校教師の威厳ある指導態度の学校適応感、学
習動機づけへの影響
　中学校の教師の威厳ある指導態度の下位概念の学校適
応感と学習動機づけへの影響として、以下の主効果およ
び交互作用が有意であることが明らかになった。友人関
係については、受容の主効果が有意であった（（１,２４４）
= ９.５０， < .０１）。受容のＨ群（平均３.８１）は、Ｌ群（平
均３.４１）に比べて友人関係が適応的であった。進路意識
については心理的自律性の尊重の主効果が有意であった
（（１,２４４）= ７.６１， < .０１）。心理的自律性の尊重のＨ
群（平均３.３２）はＬ群（平均２.９５）に比べて進路意識が高
かった。教師関係については、受容の主効果（（１,２４４）
= １２.５３， < .０１）と心理的自律性の尊重の主効果（
（１,２４４）= １１.２９， < .０１）が有意であった。受容（Ｈ群
平均３.２７：Ｌ群平均２.６０）、心理的自律性の尊重（Ｈ群平
均３.２７：Ｌ群平均２.６１）のどちらもが、高いほど、認知し
ていた教師との関係が適応的であった。規則への態度に
ついては統制の主効果が有意であった（（１,２４４）= ４.０７， 
 < .０５）。統制のＨ群（平均３.５４）は、Ｌ群（平均３.２２）
に比べて規則への態度が適応的であった。特別活動への
態度については心理的自律性の尊重の主効果は有意で
あった（（１,２４４）= ５.７３， < .０５）。心理的自律性の尊
重のＨ群（平均３.８３）は、Ｌ群（平均３.３３）に比べて特別
活動への態度が適応的であった。理系科目の学習動機づ
けについては、心理的自律性の尊重の主効果が有意で
あった（（１,２４４）= ６.１８， < .０５）。心理的自律性の尊
重のＨ群（平均２.７０）は、Ｌ群（平均２.３９）に比べて理系
科目の学習動機づけも高かった。文系科目の学習動機づ
けについては統制の主効果が有意であった（（１,２４４）
= ６.８３，< .０１）。統制のＨ群（平均２.６９）は、Ｌ群（平
均２.５２）に比べて文系科目の動機づけが高かった。また、
学習意欲については、中学校の教師の威厳ある指導態度
の下位概念による有意な主効果および交互作用とその傾
向は見られなかった。
５　高校教師の威厳ある指導態度の学校適応感、学習
動機づけへの影響
　高校の教師の威厳ある指導態度の下位概念の学校適応
感と学習動機づけへの影響として、以下の主効果および
交互作用が有意であることが明らかになった。友人関係
については、受容×統制×心理的自律性の尊重の有意な
交互作用が見られた（（１,２４４）= ６.３９， < .０５）。単純
交互作用の検定の結果、心理的自律性の尊重のＬ群で受
容×統制の交互作用が有意であった（（１,２４４）= ９.１１， 
p < .０１）。統制のＬ群で受容×心理的自律性の尊重の有
意な交互作用が見られた（（１,２４４）= ５.４４， < .０５）。
さらに、受容のＨ群で統制×心理的自律性の尊重の有意
な交互作用が見られた（（１,２４４）= ６.６９， < .０５）。こ
れらの交互作用において、以下の主効果が示された。受
容がＨ群で統制と心理的自律性の尊重が揃ってＬ群で
あった場合（平均４.２９）、受容と統制と心理的自律性の尊
重の全てが揃ってＬ群であった場合（平均３.５３）よりも
（（１,２４４）= ８.４０， < .０１）、受容と統制がＨ群で心理
的自律性の尊重がＬ群であった場合（平均３.５０）よりも
（（１,２４４）= ９.０１， < .０１）友人関係が適応的であっ
た。進路意識については心理的自律性の尊重の主効果が
有意であった（（１,２４４）= ５.３３， < .０５）。心理的自律
性の尊重のＨ群（平均３.６３）は、Ｌ群（平均３.３０）に比べ
て進路意識は高かった。教師関係については、受容×統
制×心理的自律性の尊重の有意な交互作用が見られた
（（１,２４４）= ６.２５， < .０５）。単純交互作用の検定の結
果、心理的自律性の尊重のＬ群で受容×統制の交互作用
が有意であった（（１,２４４）= ５.４４， < .０５）。統制のＬ
群で受容×心理的自律性の尊重の有意な交互作用が見ら
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れた（（１,２４４）= ６.６５， < .０５）。さらに、受容のＨ群
で統制×心理的自律性の尊重の有意な交互作用が見られ
た（（１,２４４）= ６.３５， < .０５）。これらの交互作用にお
いて、以下の主効果が示された。受容がＨ群で統制と心
理的自律性の尊重が揃ってＬ群であった場合（平均
３.７９）、受容と統制と心理的自律性の尊重の全てが揃って
Ｌ群であった場合（平均２.５６）よりも（（１,２４４）= １６.７９，
 < .０１）、受容と統制がＨ群で心理的自律性の尊重だけ
がＬ群であった場合（平均２.８３）よりも（（１,２４４）= １０.０８，
 < .０１）教師関係が適応的であった。また、受容と統制
と心理的自律性の尊重が全てＬ群であった場合（平均
２.５６）、心理的自律性の尊重がＨ群で受容と統制が揃って
Ｌ群であった場合（平均３.２２）と比較しても（（１,２４４）
= ４.８６， < .０５）、教師との関係性は適応的でなかった。
さらに、受容と統制が揃ってＨ群であり心理的自律性の
尊重は低いという場合（平均２.８３）、受容、統制、心理的
自律性の尊重の３つが揃ってＨ群であった場合（平均
３.４７）よりも（（１,２４４）= ４.５０， < .０５）、教師関係は
適応的でないことが示された。特別活動への態度につい
ては受容の主効果は有意であった（（１,２４４）= ４.７０， 
< .０５）。受容Ｈ群（平均３.８４）は、Ｌ群（平均３.２９）に比
べて特別活動への態度が適応的であった。文系科目の学
習動機づけについては受容×統制×心理的自律性の尊重
の交互作用が有意であった（（１,２４４）= ６.４５， < .０５）。
単純交互作用の検定の結果、以下の交互作用が確認され
た。心理的自律性の尊重のＬ群で受容×統制の交互作用
が有意であった（（１,２４４）= ６.９５， < .０１）。統制のＬ
群で受容×心理的自律性の尊重の有意な交互作用が見ら
れた（（１,２４４）= ５.０４， < .０５）。さらに受容のＨ群で
統制×心理的自律性の尊重の有意な交互作用が見られた
（（１,２４４）= ８.７４， < .０１）。これらの交互作用におい
て、以下の主効果が示された。受容と統制がＨ群で心理
的自律性の尊重がＬ群であった場合（平均２.０５）、受容が
Ｈ群で統制と心理的自律性の尊重がＬ群であった場合
（平均２.７６）と比較しても（（１,２４４）= ９.２６， < .０１）、
受容と統制と心理的自律性の尊重の全てが揃ってＨ群で
あった場合（平均２.５９）と比較しても（（１,２４４）= ５.２６，
 < .０５）、文系科目の学習動機づけが低いこと確認され
た。また、学習意欲、規則への態度、理系科目の学習動
機づけについては、高校の教師の威厳ある指導態度の下
位概念による有意な主効果および交互作用とその傾向は
見られなかった。
６　小学校教師の威厳ある指導態度の信頼感への影響
　小学校の教師の威厳ある指導態度の下位概念の信頼感
への影響として、以下の主効果および交互作用が有意で
あることが明らかになった。自分への信頼については受
容×統制×心理的自律性の尊重の有意な交互作用が見ら
れた（（１,２４４）= ６.０５， < .０５）。さらに、心理的自律
性の尊重Ｌ群で、受容×統制の交互作用が有意であった
（（１,２４４）= ６.８５， < .０１）。また、統制のＨ群で、受
容×心理的自律性の尊重の交互作用が有意であった（
（１,２４４）= ４.４３， < .０５）。これらの交互作用における主
効果として、心理的自律性の尊重がＬ群で受容と統制が
どちらもＨ群であった場合（平均４.４４）、心理的自律性の
尊重と受容がＬ群で統制だけがＨ群であった場合（平均
３.７３）よりも（（１,２４４）= １１.１５， < .０１）、または心理
的自律性の尊重と統制がＬ群で受容だけがＨ群であった
場合（平均３.９３）よりも（（１,２４４）= ５.６９， < .０５）そ
れぞれ自分への信頼が高くなることが示された。不信に
ついては受容の主効果が有意であった（（１,２４４）= ４.６１，
 < .０５）。小学校の教師の受容のＬ群（平均３.１０）は、Ｈ
群（平均２.９０）に比べて現在の不信を高く評価していた。
他人への信頼については、小学校の教師の威厳ある指導
態度の下位概念による有意な主効果および交互作用とそ
の傾向は見られなかった。
７　中学校教師の威厳ある指導態度の信頼感への影響
　中学校の教師の威厳ある指導態度の下位概念の信頼感
への影響として、以下の主効果および交互作用が有意で
あることが明らかになった。自分への信頼（（１,２４４）
= ４.９８， < .０５）、他人への信頼（（１,２４４）= １３.８８， 
< .０１）、不信（（１,２４４）= ５.４３， < .０５）の全てにおい
て、受容×統制×心理的自律性の尊重の有意な交互作用
が見られた。さらに、自分への信頼については中学校の
教師の受容が高い場合に統制×心理的自律性の尊重の有
意な交互作用が（（１,２４４）= ６.４１， < .０５）見られた。
この交互作用における主効果として、受容と統制がＨ群
かつ心理的自律性の尊重がＬ群であった場合（平均４.６９）
は、受容だけがＨ群で統制と心理的自律性の尊重がＬ群
であった場合（平均３.９５）よりも（（１,２４４）= １１.４８，
 < .０１）、受容と統制と心理的自律性の尊重がそろって
Ｈ群であった場合（平均４.１１）よりも（（１,２４４）=６.９８，
 < .０１）、それぞれ自分への信頼が高くなることが示さ
れた。
　他人への信頼については中学校の教師の心理的自律性
の尊重のＨ群で（（１,２４４）= １３.０５， < .０１）受容×統
制の有意な交互作用が、統制のＬ群（（１,２４４）= ７.１６，
 < .０１）、Ｈ群（（１,２４４）= ６.７２， < .０５）のどちらで
も受容×心理的自律性の尊重の有意な交互作用が、受容
のＬ群（（１,２４４）= ９.１２， < .０１）、Ｈ群（（１,２４４）
= ５.０６， < .０５）のどちらでも統制×心理的自律性の尊重
の有意な交互作用がそれぞれ見られた。これらの交互作
用における主効果として、教師の受容と統制がそろって
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Ｌ群で心理的自律性の尊重のみがＨ群であった場合（平
均３.６４）、受容と心理的自律性の尊重がＨ群で統制がＬ群
であった場合（平均４.５２）よりも（（１,２４４）= １８.５５，
 < .０１）、統制と心理的自律性の尊重がＨ群で受容がＬ
群であった場合（平均４.４２）よりも（（１,２４４）= １４.７０，
 < .０１）、さらには受容と統制と心理的自律性の尊重の
全てがＬ群であった場合（平均４.１７）よりも（（１,２４４）
= ６.８８， < .０１）、他人への信頼が低くなることが示され
た。また、教師の受容と統制がＨ群で心理的自律性の尊
重がＬ群であった場合（平均４.６７）、統制のみＨ群で受容
と心理的自律性がＬ群であった場合（平均４.０８）よりも
（（１,２４４）= ８.２０， < .０１）、受容と統制と心理的自律
性の尊重が揃ってＨ群であった場合（平均３.１０）よりも
（（１,２４４）= ４.０７， < .０５）、他人への信頼が高くなる
ことが示された。
　不信については中学校の教師の心理的自律性の尊重の
Ｈ群で受容×統制の交互作用（（１,２４４）= ５.２４， < .０５）
が、統制のＬ群で受容×心理的自律性の尊重の交互作用
（（１,２４４）= ８.０３， < .０１）が、受容のＬ群で統制×心
理的自律性の尊重の交互作用（（１,２４４）= ４.４０， < .０５）
が、それぞれ有意であった。これらの交互作用における
主効果として、教師の心理的自律性の尊重がＨ群で受容
と統制がＬ群であった場合（平均３.４８）、受容と心理的自
律性の尊重がＨ群で統制がＬ群であった場合（平均２.７６）
よりも（（１,２４４）= ８.９８， < .０１）、統制と心理的自律
性の尊重がＨ群で受容がＬ群であった場合（平均２.９６）
よりも（（１,２４４）= ４.５８， < .０５）、受容、統制、心理
的自律性の尊重が揃ってＬ群であった場合（平均２.９４）
よりも（（１,２４４）= ５.１１， < .０５）、不信が高くなって
いた。
８　高校教師の威厳ある指導態度の信頼感への影響
　高校の教師の威厳ある指導態度の下位概念の信頼感へ
の影響として、以下の主効果および交互作用が有意であ
ることが明らかになった。他人への信頼において、受容
×統制×心理的自律性の尊重の有意な交互作用が見られ
た（（１,２４４）= ５.５１， < .０５）。単純交互作用の検定の
結果、心理的自律性の尊重のＬ群で受容×統制の有意な
交互作用が（（１,２４４）= ４.０１， < .０５）が見られた。こ
の交互作用における主効果として、教師の受容がＨ群で
統制と心理的自律性の尊重がＬ群であった場合（平均
４.５９）、受容と統制、心理的自律性の尊重がそろってＬ群
であった場合（平均４.００）よりも他人への信頼が高くな
ることが示された（（１,２４４）= ６.５０， < .０５）。これは
高校生に対して受容が高く、統制と心理的自律性の尊重
が低いという教師の指導態度は受容、統制、心理期自律
性の尊重の全てが低い指導態度よりも生徒が将来他人へ
の信頼を高くもつことにつながる可能性を示唆するもの
である。自分への信頼と不信については、高校教師の威
厳ある指導態度の下位概念による有意な主効果および交
互作用とその傾向は見られなかった。
Ⅳ　考察
　分散分析および下位検定により確認された有意な主効
果、交互作用、単純主効果、単純交互作用、単純・単純
主効果を表２に示す。
　分析の結果、小学校、中学校、高校の全ての校種にお
いて、教師の受容、統制、心理的自律性の尊重を高いと
感じていることが学校に対する適応的な評価や高い学習
動機づけ、将来の信頼感につながっていた。教師の受容
が高いことが好ましい影響を与える領域として、小学校
では教師関係と文系科目の学習動機づけ、将来の不信
感、中学校では友人関係と教師関係、高校では特別活動
への態度が挙げられる。教師の統制が高いことが好まし
い影響を与える領域として、小学校では規則への態度、
中学校では規則への態度と文系科目の学習動機づけが挙
げられる。教師が児童生徒の心理的自律性を尊重するこ
とで好ましい影響を与える領域として、小学校では友人
関係、中学校では進路意識と教師関係、特別活動への態
度、理系科目の学習動機づけ、高校生の進路意識が挙げ
られる。ここから小学校から高校までの間に教師が威厳
ある指導態度を示すことが子どもに好ましい影響を与え
る可能性が示されたといえる。
　さらに、さまざまな領域において交互作用が確認さ
れ、受容、統制、心理的自律性の尊重の２つまたは３つ
の下位概念の組み合わせによって異なる影響が示唆され
た。小学校の進路意識は教師の受容と自律の高低の組み
合わせによって異なる。小学校の教師の威厳ある指導態
度の３つの下位概念の高低によって将来の自分への信頼
が異なっていた。中学校の教師の威厳ある指導態度の３
つの下位概念の高低によって将来の自分への信頼、他人
への信頼、不信が異なっていた。高校の教師の威厳ある
指導態度の３つの下位概念の高低によって高校での友人
関係と教師関係、文系科目の学習動機づけ、将来の他人
への信頼が異なっていた。これらの結果から、３つの概
念の高低の組み合わせは子どもにとって質的な違いをも
たらすものであり、受容、統制、心理的自律性の尊重を
加算的に理解するべきでないことが確認されたといえ
る。
　校種による違いは、教師の威厳ある指導態度の影響の
現れる領域だけでなく、教師の指導態度の下位概念の高
低の組み合わせによって示される影響の違いとしても示
された。小学生に対して教師の受容と統制がそろって高
いことが、小学校での進路意識や教師の心理的自律性の
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表２　分散分析で確認された有意な主効果と交互作用
高　　校中 学 校小 学 校
学習意欲学校適応感
受容×統制×自律 *受容（Ｈ＞Ｌ）**自律（Ｈ＞Ｌ）**友人関係
自律Ｌ（受容×統制）**
統制Ｌ（受容×自律）*
受容Ｈ（統制×自律）*
（ＨＬＬ＞ＬＬＬ）**
（ＨＬＬ＞ＨＨＬ）**
（ＨＬＬ＞ＨＨＬ）**
自律（Ｈ＞Ｌ）**自律（Ｈ＞Ｌ）**受容×自律 *進路意識
（ＨＨ＞ＬＨ）**
（ＨＨ＞ＨＬ）**
受容×統制×自律 *受容（Ｈ＞Ｌ）**受容（Ｈ＞Ｌ）**教師関係
自律Ｌ（受容×統制）*自律（Ｈ＞Ｌ）**
統制Ｌ（受容×自律）*
受容Ｈ（統制×自律）*
（ＨＬＬ＞ＬＬＬ）**
（ＨＬＬ＞ＨＨＬ）**
（ＨＨＨ＞ＨＨＬ）*
（ＬＬＨ＞ＬＬＬ）*
統制（Ｈ＞Ｌ）*統制（Ｈ＞Ｌ）*規則への態度
受容（Ｈ＞Ｌ）*自律（Ｈ＞Ｌ）*特別活動への
態度
自律（Ｈ＞Ｌ）*理系科目学習動機づけ
受容×統制×自律 *統制（Ｈ＞Ｌ）**受容（Ｈ＞Ｌ）**文系科目
自律Ｌ（受容×統制）**
統制Ｌ（受容×自律）*
受容Ｈ（統制×自律）*
（ＨＬＬ＞ＨＨＬ）**
（ＨＨＨ＞ＨＨＬ）*
受容×統制×自律 *受容×統制×自律 *自分への信頼信頼感
受容Ｈ（統制×自律）*自律Ｌ（受容×統制）*
（ＨＨＬ＞ＨＬＬ）**統制Ｈ（受容×自律）*
（ＨＨＬ＞ＨＨＨ）**（ＨＨＬ＞ＬＨＬ）**
（ＨＨＬ＞ＨＬＬ）*
受容×統制×自律 *受容×統制×自律 **他人への信頼
自律Ｌ（受容×統制）*自律Ｈ（受容×統制）**
（ＨＬＬ＞ＬＬＬ）*統制Ｌ（受容×自律）**
統制Ｈ（受容×自律）*
受容Ｌ（統制×自律）**
受容Ｈ（統制×自律）*
（ＨＬＨ＞ＬＬＨ）**
（ＬＨＨ＞ＬＬＨ）**
（ＬＬＬ＞ＬＬＨ）**
（ＨＨＬ＞ＬＨＬ）**
（ＨＨＬ＞ＨＨＨ）**
受容×統制×自律 *受容（Ｌ＞Ｈ）*不信
自律Ｈ（受容×統制）*
統制Ｌ（受容×自律）**
受容Ｌ（統制×自律）*
（ＬＬＨ＞ＨＬＨ）**
（ＬＬＨ＞ＬＨＨ）*
（ＬＬＨ＞ＬＬＬ）*
**＜ .01　　　*＜ .05
Ｈ：高群　　Ｌ：低群
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尊重が低い場合の将来の自分への信頼にポジティブな影
響を与えることが示された。教師の受容と統制がそろっ
て高いことが好ましいことを示すこの結果は教師の指導
態度をPM理論でとらえた過去の知見と整合的である１６）。
中学生に対しては、将来の信頼感について、教師の受容
と統制が高く、心理的自律性の尊重が低いという組み合
わせが好ましい影響を与えることや、受容と統制が低
く、心理的自律性の尊重が高いという組み合わせが好ま
しくない影響を与える可能性が示された。中学生の時期
に教師が受容も統制もしているが、心理的自律性の尊重
が十分でないと感じることが、将来において自分への信
頼や他人への信頼を高く持つことにつながるようであ
る。また、受容も統制もしないが心理的な自律性の尊重
のみ高いという指導態度が将来の他人への信頼を低め不
信感を高める可能性が示された。この結果から、そのよ
うな態度をとることが中学生に教師から見捨てられたよ
うな印象を与える可能性が推察される。高校生に対して
は友人関係や教師関係、文系科目の学習動機づけ、将来
の他人への信頼について、受容が高いが統制と心理的自
律性の尊重が低いという指導態度が、生徒の高校でのま
たは将来の適応につながることや、中学校で好ましい態
度とされた受容と統制が高く、心理的自律性の尊重が低
いという指導態度が高校での友人関係や教師生徒関係、
文系科目での学習動機づけにネガティブな影響を与える
ことが示唆された。これらの結果から、好ましい教師の
指導態度が子どもの発達や校種の移行に伴って変化する
可能性が考えられる。
　教師の威厳ある指導態度は、受容、統制、心理的自律
性がそろって高いことと定義されているが、そのような
指導態度が他の指導態度と比べて常によいということは
本研究においては示されなかった。しかし、３つの下位
尺度得点の高低の組み合わせで期待できる適応が異なる
ことや、 ３つの下位尺度得点がそろって低いことが、そ
うでないことよりも不適応的であることが複数の領域で
示されており、教師の威厳ある指導態度は、その有効性
について今後さらに検討する必要はあるが、教師の指導
態度を３つの下位概念でとらえることの妥当性は今回確
認できたといえる。
　本研究の限界として、調査協力者の回想的なデータを
扱ったという問題がある。大学生や専門学校生に過去を
想起してもらう方法は、時間の経過に伴い記憶や印象が
わずかばかりでも変化している可能性は否定できない。
さらに、本研究においては、それぞれの校種の教員のイ
メージについて評定しており、具体的な一人の教員につ
いてその指導態度を評定しているわけではない。今後は
小学生、中学生、高校生を対象として担任教師について
の評定を扱うなど一人の教員の指導態度が与える影響を
検討する中で、本研究において得られた知見の一般性を
確認する必要がある。また、大学生や社会人、専門職な
どの成人期の人間に対して指導、教育を行うような場合
に、指導者、教育者がどのような態度で臨むことが好ま
しいのか、という視点からも幅広い年代を対象とした研
究も待たれる。
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